
11
月
16
日
、
落
合
公
民
館
の

主
催
で
「
紙
ヒ
コ
ー
キ
を
作
ろ

う
‼
in
落
合
総
合
公
園
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
の
先
生

か
ら
厚
手
の
紙
を
使
っ
た
丈
夫

な
作
り
方
な
ど
を
習
っ
た
参
加

者
は
、
完
成
し
た
そ
ば
か
ら
早

速
テ
ス
ト
飛
行
を
開
始
！
翼
や

飛
ば
す
角
度
を
微
調
整
し
た
り
、

形
も
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
た
り
し

な
が
ら
試
行
錯
誤
。
中
に
は
30

㍍
以
上
飛
ぶ
紙
飛
行
機
も
現
れ
、

大
人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
な
っ

て
楽
し
み
ま
し
た
。

障がいのある人が
積極的に活動できる社会へ P02～
市政トピックス  　　   P06～
お知らせ　　 　　 P08～
真庭が好きっ読者の広場   P16～
研鑽に栄誉　　　　      P20～
ぐるっと真庭  まちの話 P22～

飛んでけ！
僕のヒコーキ
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障
が
い
の
あ
る
人
が

　
　
　
　
積
極
的
に
活
動
で
き
る
社
会
へ

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
日
本
人
の
約

10
人
に
１
人
が
何
か
し
ら
の
障
が
い
を
抱
え
て
い
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
障
が
い
を
抱
え
な

が
ら
も
、
社
会
の
中
で
輝
い
て
い
る
人
は
た
く
さ
ん

い
ま
す
。

12
月
の
「
障
害
者
週
間
」
に
合
わ
せ
て
、
障
が

い
を
抱
え
な
が
ら
も
活
躍
し
て
い
る
人
、
そ
し
て

そ
の
人
を
支
え
て
い
る
人
を
紹
介
し
ま
す
。

　

障
が
い
っ
て
何
で
し
ょ
う
。
困
り

ご
と
や
不
便
な
こ
と
に
違
い
は
あ
り

ま
す
が
、
体
や
心
の
ど
こ
か
が
う
ま

く
働
か
な
い
た
め
に
、
困
り
ご
と
や

不
便
な
こ
と
が
ず
っ
と
続
い
て
い
る

状
態
が
障
が
い
で
す
。
こ
れ
は
、
生

ま
れ
た
と
き
か
ら
の
人
も
い
ま
す
。

病
気
や
事
故
、
年
を
取
っ
た
こ
と
で

生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
障
が
い

が
あ
る
と
、
生
活
が
し
に
く
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
環
境
の
整
備

や
私
た
ち
の
工
夫
、
配
慮
に
よ
っ
て

暮
ら
し
や
す
く
も
な
り
ま
す
。

　
「
障
害
者
週
間
」に
私
た
ち
が
で
き

る
配
慮
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。
こ
の
期
間
は
、
一
人
一
人

が
障
が
い
や
障
が
い
の
あ
る
人
に
対

す
る
関
心
と
理
解
を
深
め
、
障
が
い

の
あ
る
人
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
積
極

的
に
活
動
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
目

指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
知
っ
て
い
ま
す

か
。
外
見
で
は
支
援
や
配
慮
が
必
要

と
分
か
ら
な
い
人
（
義
足
な
ど
を
使

用
し
て
い
る
人
、
聞
こ
え
な
い
人
、

内
部
障
が
い
や
難
病
の
人
、
妊
娠
初

期
の
人
な
ど
）
が
、
周
囲
の
人
に
配

慮
な
ど
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を

知
ら
せ
る
こ
と
で
、
支
援
を
得
や

す
く
な
る
よ
う
作
成
さ
れ
た
マ
ー
ク

で
す
。
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
身
に
つ
け

た
人
を
見
か
け
た
と
き
に
、
困
っ
て

い
る
よ
う
だ
っ
た
ら
声
を
か
け
る
な

ど
、
思
い
や
り
の
あ
る
行
動
を
し
ま

し
ょ
う
。

障
が
い
っ
て
何
だ
ろ
う

12
月
3
〜
9
日
は
障
害
者
週
間

障
が
い
の
あ
る
人
と

共
に
暮
ら
す
た
め
の

優
し
い
マ
ー
ク
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　市内スーパーから受注している野菜の下処理をして
います。大西さんの担当はタマネギのカットです。練
習を重ね、最初の頃とは比べ物にならないほど作業ス
ピードが上がったそうです。また、高齢者等給食サー
ビスの食事の準備なども行います。

　
「
視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
に
書
類

を
渡
す
だ
け
で
読
み
上
げ
な
い
」

「
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
人
に
声
だ
け

で
話
す
」「
知
的
障
が
い
の
あ
る
人

に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
な
い
」
な

ど
は
、
情
報
を
障
が
い
の
あ
る
人
に

き
ち
ん
と
伝
え
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
人

が
困
っ
て
い
た
り
、
困
難
に
感
じ
た

り
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
そ
の
障

が
い
に
合
っ
た
必
要
な
工
夫
や
や
り

方
を
伝
え
、
行
う
こ
と
を
合
理
的
配

慮
と
言
い
ま
す
。
こ
の
合
理
的
配
慮

を
行
わ
な
い
こ
と
は
差
別
と
な
り
ま

す
。

　

障
害
者
差
別
解
消
法
は
、
障
が
い

の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
互
い
に
そ

の
人
ら
し
さ
を
認
め
合
い
な
が
ら
、

共
に
生
き
る
社
会
（
共
生
社
会
）
を

作
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
法
律
で

す
。
こ
の
法
律
で
は
、
障
が
い
を
理

由
と
す
る
「
不
当
な
差
別
的
扱
い
」

を
禁
止
し
、
障
が
い
の
あ
る
人
か
ら

申
し
出
の
あ
っ
た
場
合
に
「
合
理
的

配
慮
の
提
供
」
を
求
め
る
こ
と
な
ど

を
定
め
て
い
ま
す
。

合
理
的
配
慮

障
害
者
差
別
解
消
法

8：50　出勤
エプロンのひもをキュッと締めて仕事開始

今日も
頑張ります！

8：55　担当作業スタート
出勤したらすぐに、自分の担当する仕事に取りかかります。

4ページへ続く

朝のうちに大西さんが完了した
タマネギの下処理（写真は一部）

大
おお

西
にし

希
のぞみ

望さん
ADHD （注意欠如・多動症）
を抱えながら泉茶で働き、
今年2年目。おすすめメニ
ューは、期間限定メニューの
カキフライ・エビフライ定食。

就労支援事業所の１日に密着
　真庭市久世にある喫茶「泉茶」は、ランチやカフェの営業のほか、野菜カットなどの受注、市が実施す
る高齢者等給食サービスなども行っています。そこで働くのは、特定非営利活動法人じゃがいもの木の職
員と、さまざまな障がいを抱える利用者の皆さん。利用者の1人である大西希望さんの１日に密着しました。
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レジの仕事を覚えてまだ5日目ですが、ランチタ
イムで大忙しでも、落ち着いて正確に仕事をこな
します。

本来は午後3時まで営業ですが、この
日は売り切れのため早めに営業終了
です。

閉店後は、清掃や翌日・翌々日の営業
に向けて、野菜のカットや調味料の準
備などをしておきます。

13：40～　片付け、仕込み

13：40　営業終了

10：00　営業スタート

今日も1日
頑張った～

今日の仕事終了！

成長を感じながら
　働きながら調理の技術が身に付いていること
にやりがいを感じています。タマネギを切る作
業も最初はうまくできず、手をプルプルさせな
がらやっていましたが、今はスムーズにできる
ようになり成長を感じています。泉茶は職員も
利用者もみんなとても気さくで話しやすいとこ
ろが良いなと思います。今は最近挑戦し始めた
レジの仕事を頑張っています。また、ゆくゆく
は調理師免許などの資格を取りたいと思ってい
るので、目標に向かって頑張りたいです。

12：00 ～　ランチタイム　1日の中でお客さんが一番来る時間帯です。
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本人の自信やスキルアップにつながる取り組みを

2025 Well-Being Week ～福祉と出会う1週間～

Well-Being Fair2025 

　泉茶は、特定非営利活動法人じゃがいもの木が運営する就労継続支援B型
事業所です。現在7人の利用者さんと一緒に、地域の高齢者へのお弁当配達や、
地域の皆さんに飲食サービスを提供するという形で、地域密着の事業を展開
しています。
　利用者さんそれぞれに課題や目標があるので、一つ一つクリアしていくため
に、能力を見極めながら本人のやりたい目標や作業を細分化して、自信やス
キルアップにつながるような取り組みをしています。
　私自身、幼少期から障がいのある人と深く接してきた経験から、利用者さ
ん一人一人をすごく大切に思っています。みんなに今後生かせるスキルを身に
付けてもらいたいという思いが強いので、時にぶつかることもありますが、そ
れぞれの障がい特性や本人の意思を尊重しながら進めています。
　まだ認知度が低いので、地域の皆さんにもっと知ってもらい、障がいを持っ
ている方が事業所を探すときに、一つの候補に上がってくるようになればいい
なと思います。

特定非営利活動法人
じゃがいもの木　

理事長  土
ど

井
い

義
よし

経
つね

さん

▲昨年の様子

真庭市ホームページ▲

真庭市ホームページ▲

申込フォーム▲

　障害者週間に合わせて、福祉事業所の作品展示と製品販売を行います。こ
の機会に障がいについて知り、身近なこととして考え、誰もが暮らしやすい社
会の実現を目指していきましょう。

　社会でその人らしく生活をするために、地域でできることは何かを考える講
演会を開催します。また、福祉との出会いの１日になるよう、福祉事業所のマ
ルシェも同日開催します。

  福祉事業所の作品展示
障がいのあるアーティストらが制作した絵画、オブジェなどの作品を展示します。
▶場所・期間　市役所本庁舎4階：11月20日㈭～12月18日㈫
　　　　　　　　　　　　　1階：12月3日㈬～9日㈫

  製品などの販売
木工芸品、お菓子、弁当、ガチャガチャ、お茶、雑貨、そばなど福祉事業所
の製品を販売します（出店内容は日によって異なります）。
▶日時　12月3日㈬～5日㈮　正午～午後1時
▶場所　市役所本庁舎1階
▶参加事業所　旭川荘真庭地域センター、コスモスワーク、サラメシ本舗、
　　　　　　　ジーニー、スカイハート灯、真庭いきいき会、ワークスひるぜん

  山田ルイ53世氏講演会「僕達にはキラキラする義務などない」
「ルネッサーンス」のフレーズとワイングラスでの貴族の漫才でおなじみ、山田ル
イ53世さんによる、自身のひきこもり経験についての講演会を開催します。
▶時　間　午前10時30分～正午
▶参加費　無料　　▶申込方法　申込フォームから申し込み。

  ないまぜマルシェ
障がいのある人もない人も、子どもから高齢者まで、みんながごちゃまぜで楽し
めるマルシェイベントです。
▶時　間　午前10時～午後3時

▶開催日　12月6日㈯
▶場　所　勝山文化センター

問  福祉課  ℡  0867-42-1581 （℻  1369）Maniwa05



11
月
は
秋
の
こ
ど
も
ま
ん
な
か
月
間
。
そ
し
て
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
た
11
月
16
日
は
家
族
の
日
で
す
。
真
庭
市
で
は
、
地

域
全
体
で
こ
ど
も
や
子
育
て
を
応
援
し
育
む
社
会
を
作
ろ
う
と

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
ま
つ
り
」
を
開
催
。

市
で
は
国
が
進
め
る
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
」
の
趣
旨
に
賛
同
す

る
個
人
や
団
体
・
企
業
な
ど
を「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
応
援
サ
ポ
ー

タ
ー
」
と
し
て
募
集
し
て
い
て
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
は
75
の
サ

ポ
ー
タ
ー
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
サ
ポ
ー
タ
ー
が

室
内
運
動
や
リ
ー
ス
づ
く
り
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
出
店

し
、
会
場
の
外
で
は
警
察
や
消
防
車
な
ど
の
展
示
や
外
遊
び
も

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

こどもまんなかまつりこどもまんなかまつり
みんなではぐくむ子育てのまちへみんなではぐくむ子育てのまちへ

　

新
た
に
活
動
を
始
め
る
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
着
任
式

が
、
10
月
7
日
と
11
月
4
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
林
さ

ん
は
森
林
管
理
業
務
を
、
髙

橋
さ
ん
は
蒜
山
自
然
再
生
協

議
会
の
運
営
業
務
、
安
見
さ

ん
は
吉
縁
起
村
の
事
業
支
援

を
、
馬
淵
さ
ん
は
ブ
ド
ウ
生

産
者
を
目
指
し
、
地
域
の
活

性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
15

人
の
隊
員
が
活
動
中
で
す
。

10
月
23
日
、
第
1
回
旧
遷
喬
尋
常
小
学

校
校
舎
修
理
調
査
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
真
庭
市
で
は
昨
年
度
ま
で
に
、
老

朽
化
が
進
む
国
指
定
重
要
文
化
財
「
旧
遷

喬
尋
常
小
学
校
校
舎
」
の
保
存
活
用
計
画

を
策
定
し
、
保
存
修
理
へ
向
け
て
校
舎
の

調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。委
員
会
は
、建
築

や
文
化
財
な
ど
の
専
門
家
ら
か
ら
な
り
、

こ
の
日
は
現
時
点
の
調
査
結
果
な
ど
を
確

認
。
今
後
、
調
査
に
基
づ
い
て
、
解
体
修

理
の
範
囲
や
部
材
の
補
修
方
法
な
ど
、
具

体
的
な
方
針
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

新
た
に
4
人
が
着
任

旧
遷
喬
尋
常
小
学
校
校
舎
修
理
調
査
委
員
会

修
理
方
針
決
定
に
向
け
議
論

新規隊員　髙橋　慧さん

新規隊員　馬淵貴光さん

新規隊員　小林建太さん

新規隊員　安見真紀さん

調査報告を聞く委員ら

どら焼き作りに釘付け エア遊具で跳ねる姿 親子でリース作りに挑戦

さまざまな出し物を興味深く見つめる子どもたち
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太平洋戦争の教訓に学ぶ
　1941年12月 8日、日本帝国海軍がオアフ島真珠湾の
米海軍艦隊と基地を奇襲したことから、日本は米英蘭
仏などと新たな戦争（太平洋戦争）に突入しました。
それから 4年後の 8月15日に無条件降伏をするのです
が、日中戦争を含め第二次世界大戦の犠牲者は、日本
約 3百数十万人、中国1,000万人以上、アジア・太平洋
地域全体で2,000万人以上という膨大な数に及びます。

＜勝ち目のない戦争をなぜしたのか＞
　勝ち目があれば戦争をしてもよいわけではありませ
んが、政府が設立した総力戦研究所が1941年に「アメ
リカとの戦争は長期戦。必ず敗北」「国体（国家とし
ての存立）の危機」との研究結果を報告していたにも
かかわらず、政府は太平洋戦争を決断したのです。な
ぜそうなったのでしょうか。
　石破前総理は、どうして戦争を回避できなかったの
かを教訓にしなければならないと、戦後80年の機会に
所感を発出されました。この英断に敬意を表します。
学識があり重厚な思考のできる前総理が思いを込めて
発表したものであり、所感を読むことをお勧めします。
「無責任なポピュリズムに屈しない、大勢に流されな
い政治家としての矜持と責任感」、「政治は（略）長期
的な視点に立った合理的判断を心がけねばなりませ
ん」など含蓄ある文言が随所で光っています。

＜国民が戦争をあおった、あおらされた＞
　戦争の責任は当時の指導的な政治家や軍人らにあり
ますが、戦争をあおったマスコミはもとより国民も戦
争をあおった動きをしており、実態を把握し、教訓に
することも大切なことです。
　日中戦争の頃、国民は政府見解を信じ、戦争支持が
圧倒的で、太平洋戦争を主張する強い世論もありまし
た。中国人などへの理不尽な差別も激しいものでした。
従って、真珠湾攻撃の成果を扇動的に報じるマスコミ
の報道に、大多数の国民は歓喜熱狂し、見知らぬ通行
人同士が抱き合うことすらあったのです。

＜教訓とすること＞
　国家間対立や国際政治紛争があろうとも、政府や政
治家は戦争に巻き込まれないようにするのが政治家の
役割で、日本は戦争放棄の平和憲法を有効に活用すべ
きです。国民やマスコミの中には対立をあおる感情的
主張や排外主義が必ず現れますが、感情論に陥らず、
過去の歴史に学び、冷静に対応することが大切です。
　私たち主権者は、怠ることなく平和を希求する強い
意思と鋭い政治感覚を持ち、行動しようではありませ
んか。それが未来への責任であり、無念に散った犠牲
者への真の供養であります。

11
月
7
日
、
市
役
所
本
庁
舎
で
、
文
化

芸
術
推
進
計
画
策
定
に
向
け
て
多
様
な
年

代
で
語
り
合
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
文
化
や
芸
術
に
関
心
を
持

つ
中
学
生
か
ら
70
代
ま
で
の
参
加
者
28
人

が
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、

熱
心
に
語
り
合
い
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
発

表
で
は
こ
れ
か
ら
の
真
庭
で
文
化
を
楽
し

み
つ
つ
生
活
す
る
た
め
の
課
題
と
し
て
、

自
分
か
ら
発
信
す
る
こ
と
の
大
切
さ
や
自

分
と
の
違
い
を
楽
し
め
る
姿
勢
を
持
つ
こ

と
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

真
庭
地
域
の
森
林
林
業
と
木
材
産
業
を

成
長
産
業
に
し
て
未
来
へ
引
き
継
ぐ
た
め
、

11
月
14
日
、
岡
山
大
学
真
庭
サ
テ
ラ
イ
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
で
第
1
回
目
の
戦
略
会
議
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
関
係
団
体
で
構
成
さ

れ
た
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
、
シ
カ
な
ど
の
獣

害
や
住
宅
需
要
の
低
迷
な
ど
、
直
面
し
て

い
る
課
題
に
つ
い
て
情
報
が
共
有
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
は
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

の
活
用
や
新
た
な
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の

整
備
検
討
な
ど
に
つ
い
て
、
課
題
解
決
に

向
け
た
議
論
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

真
庭
の
文
化
と
芸
術
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

文
化
と
芸
術
を
自
分
事
と
し
て

ま
に
わ
森
林
林
業
・
木
材
産
業
未
来
戦
略
会
議

持
続
可
能
な
未
来
に
向
け
て

森林林業・木材産業について意見交換するメンバー

グループごとに考えたアイデアを発表する参加者
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※26日㈮、29日㈪は、クリーンセンターまにわ、南部地区中継施設（旧コス
モスクリーンセンター）は事前予約が必要です。

▶ごみの受け入れ　午前9時～正午／午後1時～4時30分

～26日㈮ 27日㈯～
28日㈰ 29日㈪ 30日㈫～

1月3日㈯ 4日㈰ 5日㈪～

通常
受け入れ 休み 年末年始

受け入れ 休み 家庭ごみのみ
受け入れ

通常
受け入れ

　　　 真庭市が提供するスーパーアプリ「まにあぷり」の認知度や利用状
況を把握するため、市民アンケートを実施します。今後のサービス向上に向
けて、ご意見をお寄せください。回答者には抽選でまにこいん100ポイントを
プレゼントします。
▶実施期間　12月1日㈪～17日㈬
▶回答方法　アンケートフォームで回答
　問  総合政策課  ℡  0867-42-1169 （℻  1353）

 まにあぷり認知度・利用状況アンケート

クリーンセンター 年末年始の業務日程

問  環境課　資源循環対策室　℡  0867-42-1113(℻7455）
　  Email：kankyoh@city.maniwa.lg. jp 真庭市

ホームページ

アンケートフォーム▶ 

　年末の家庭ごみの収集は12月26日㈮まで通常通り行い、29日㈪、30日㈫は特
別収集を行います。各クリーンセンターのごみの受け入れは12月29日㈪までです。

クリーンセンターのごみの受け入れと
家庭ごみの収集について年末年始

真庭市の人口

代表電話番号
（地域振興課・出張所）

総数 40,013人(-65)
男　 19,289人(-26)
女　 20,724人(-39)
世帯数 17,301世帯(-15)
令和7年11月1日現在
（  ）は前月との比較

▶本庁舎
　TEL 0867-42-1111
FAX 0867-42-1341

▶蒜山振興局
　TEL 0867-66-2511
FAX 0867-66-4401

▶北房振興局
　TEL 0866-52-2111
FAX 0866-52-4496

▶落合振興局
　TEL 0867-52-1111
　FAX 0867-52-1939
▶勝山振興局
　TEL 0867-44-2607
FAX 0867-44-4569

▶美甘振興局
　TEL 0867-56-2611
FAX 0867-56-2033

▶湯原振興局
　TEL 0867-62-2011
FAX 0867-62-2097

▶中和出張所
　TEL 0867-67-2111
FAX 0867-67-2205

▶川上出張所
　TEL 0867-66-3611
FAX 0867-66-4402

▶真庭市消防本部
　TEL 0867-42-1190
　FAX 0867-42-1672

地域・収集コース ～26日㈮ 27日㈯～28日㈰ 29日㈪ 30日㈫ 31日㈬～
1月4日㈰ 5日㈪～

北房

通常収集 休み

特別収集

休み 通常収集

落合
月・木  収集コース 特別収集
火・金  収集コース 特別収集

久世
月・木  収集コース 特別収集
火・金  収集コース 特別収集

勝山
月・木  収集コース 特別収集
火・金  収集コース 特別収集
湯原・美甘 特別収集
蒜山 特別収集

※詳しくは、ごみ収集カレンダーをご覧ください。

▶家庭ごみの収集　※必ず午前8時30分までに決められた場所へ出してください

　

市
民
の
健
康
づ
く
り
と
幸
せ
づ

く
り
を
応
援
す
る
た
め
、
12
月
か

ら
令
和
8
年
1
月
の
2
カ
月
間
、

「
冬
の
か
ら
だ
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
実
施
し
ま
す
。
寒
さ
が
厳

し
く
な
る
冬
の
季
節
は
、
屋
外
に

出
る
の
が
お
っ
く
う
に
な
り
、
活

動
量
が
減
少
し
が
ち
に
な
る
た

め
、
筋
力
や
認
知
機
能
の
低
下
、

生
活
習
慣
病
リ
ス
ク
の
上
昇
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
や

す
く
な
り
ま
す
。
期
間
中
、
ま
に

こ
い
ん
健
康
管
理
機
能
で
獲
得
で

き
る
「
ま
に
こ
い
ん
健
幸
ポ
イ
ン

ト
」
が
3
倍
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
0
5
0

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
8
8

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

冬
の
か
ら
だ
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ま
に
こ
い
ん
健
幸
ポ
イ
ン
ト
3
倍

真
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運
転
手
の
働
き
方
改
革
の
推
進

お
よ
び
年
末
年
始
の
利
用
状
況
を

踏
ま
え
、
12
月
31
日
㈬
か
ら
令
和

8
年
1
月
3
日
㈯
の
期
間
、
ま
に

わ
く
ん
幹
線
の
一
部
の
便
を
運
休

し
ま
す
。
な
お
、
そ
の
他
の
ル
ー

ト
に
つ
い
て
は
通
常
の
時
刻
表
通

り
に
な
り
ま
す
。
持
続
可
能
な
運

行
体
制
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
運
休
期
間　

12
月
31
日
㈬
〜
令

和
8
年
1
月
3
日
㈯

■
運
休
の
便

①
蒜
山
・
久
世
ル
ー
ト

1
便
、2
便
、5
便
、
11
便
、
12
便

（
13
便
は
4
月
〜
9
月
の
運
行)

②
北
房
・
久
世
ル
ー
ト

1
便
、2
便
、
11
便
、
12
便

（
5
便
、6
便
も
引
き
続
き
運
休
）

③
新
庄
・
久
世
ル
ー
ト

1
便
、2
便
、7
便
、8
便

■
問
い
合
わ
せ
先　

く
ら
し
安
全
課
公
共
交
通
対
策
室

℡  
0
8
6
7（
42
）1
0
1
7

℻
0
8
6
7（
42
）7
4
5
5

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

令
和
8
年
1
月
か
ら
実
証
運
行

を
開
始
す
る
北
房
オ
ン
デ
マ
ン
ド

交
通
の
愛
称
は
「
イ
コ
ー
デ
」
に

決
定
し
ま
し
た
。
応
募
総
数
74
点

の
中
か
ら
、「
お
出
か
け
に
誘
う

岡
山
弁
（
行
こ
ー
で
）」「
移
動
の

良
い
（
イ
イ
）
調
整
（
コ
ー
デ
）」

を
意
味
す
る
名
前
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
誰
も
が
自
由
に
移
動
で
き
る

モ
ビ
リ
テ
ィ
を
目
指
し
て
い
る
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
利

用
に
は
事
前
の
会
員
登
録
が
必
要

で
す
。

■
運
行
日
時　

月
〜
金
曜
日　

午

前
9
時
〜
午
後
4
時

※
土
日
祝
、
12
月
29
日
〜
1
月
3

日
は
運
休

■
運
賃　

1
乗
車
4
0
0
円
（
減

免
の
人
は
2
0
0
円
）　

■
会
員
登
録　

く
ら
し
安
全
課
、
各
振
興
局
窓
口

に
設
置
の
申
込
書
を
提
出
。　

■
利
用
方
法　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
℡  
0
8
0
―

6
6
6
8
―
5
1
8
1
）に
電
話
、

ま
た
は
ウ
ェ
ブ
予
約
。　

■
問
い
合
わ
せ
先　

く
ら
し
安
全
課
公
共
交
通
対
策
室

℡  
0
8
6
7（
42
）1
0
1
7

℻
0
8
6
7（
42
）7
4
5
5

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

真
庭
火
葬
場
・
真
庭
北
部
火
葬

場
は
、
年
末
は
12
月
31
日
㈬
ま
で

業
務
を
行
い
、
年
始
は
1
月
3
日

㈯
か
ら
業
務
を
開
始
し
ま
す
。
12

月
29
日
㈪
と
1
月
4
日
㈰
は
友
引

の
た
め
休
業
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
1
3

℻
0
8
6
7（
42
）7
4
5
5

　

令
和
8
年
度
の
一
般
家
庭
ご
み

の
収
集
運
搬
委
託
事
業
者
を
募
集

し
ま
す
。受
託
希
望
の
事
業
者
は
、

受
付
期
間
内
に
申
請
書
類
を
環
境

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
委
託
業
務　

家
庭
ご
み
収
集　

■
委
託
区
域　

・
南
部
中
継
施
設
管
内
（
落
合
地

域
、
北
房
地
域
）　

・
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
に
わ
管

内
（
久
世
地
域
、
勝
山
地
域
）　

・
北
部
中
継
施
設
管
内
（
美
甘
地

域
、湯
原
地
域
、蒜
山
地
域
、新
庄
村
）

■
委
託
期
間　

令
和
8
年
4
月
1
日
か
ら
1
年
間

■
募
集
要
件　

真
庭
市
内
に
本
社
が
あ
る
法
人　

※
詳
し
く
は
環
境
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

■
提
出
書
類　

①
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
、
真
庭
市
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
ほ
か
、
各

種
法
令
、
規
則
な
ど
で
定
め
る
書
類

②
申
請
書
な
ど
市
が
指
示
す
る
書

類
（
環
境
課
窓
口
で
配
布
）　

■
受
付
期
間　

12
月
1
日
㈪
〜
19

日
㈮　

午
後
3
時
（
必
着
）　

■
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課　

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
1
3

℻
0
8
6
7（
42
）7
4
5
5

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

商
店
な
ど
の
事
業
所
か
ら
出
る

事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
収
集
運
搬

業
を
行
う
た
め
に
は
、
許
可
が
必

要
で
す
。許
可
希
望
の
事
業
者
は
、

受
付
期
間
内
に
申
請
書
類
を
環
境

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
許
可
期
間　

令
和
8
年
4
月
1
日
か
ら
2
年
間

■
許
可
要
件
・
提
出
書
類

詳
し
く
は
、
真
庭
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
環
境
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間　

12
月
1
日
㈪
〜
19

日
㈮　

午
後
3
時
（
必
着
）　

■
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課　

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
1
3

℻
0
8
6
7（
42
）7
4
5
5

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　
「
冬
期
」試
験
で
募
集
す
る
職
種
は

次
の
と
お
り
で
す
。
詳
し
く
は
真
庭

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
募
集
職
種
及
び
人
数　

・
事
務
職　

若
干
名

・
土
木
技
術
職　

若
干
名

・
建
築
技
術
職　

若
干
名

・
保
健
師　

2
人

■
申
込
受
付
期
間　

12
月
1
日
㈪
〜
25
日
㈭

■
第
1
次
試
験
日　

1
月
25
日
㈰

■
受
験
資
格
な
ど
の
要
件　

募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

■
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
5
0

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
4
1

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

火
葬
場（
真
庭
・
北
部
）

年
末
年
始
の
業
務
日
程

「
イ
コ
ー
デ
」会
員
募
集
中

北
房
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通

令
和
8
年
度
委
託
事
業
者
募
集

一
般
家
庭
ご
み
収
集
運
搬
業
務

令
和
8
・
9
年
度
許
可
事
業
者
募
集

事
業
系
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業

真
庭
市
職
員
募
集【
冬
期
】

令
和
8
年
度
採
用

年
末
年
始
一
部
運
休
に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

 「
ま
に
わ
く
ん
♡
」
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12月の休日急患担当医

7日
・湯原温泉病院・湯原
　0867-62-2221（℻  2223）
・本山医院（内）・落合
　0867-52-1551（℻  7172）
14日
・勝山病院・勝山
　0867-44-3161（℻  5331）
・遠藤クリニック（外）・蒜山
　0867-66-3002（℻  3366）
21日
・落合病院（内）・落合
　0867-52-1133（℻  1160）
・金田病院（外）・落合
　0867-52-1191（℻  1917）
・河本医院（内）・落合
　0867-55-2121（℻  2124）
28日
・湯原温泉病院・湯原
　0867-62-2221（℻  2223）
・はら内科クリニック（内） ・久世
　0867-45-7885（℻  7880）
29日
・金田病院・落合
　0867-52-1191（℻  1917）
・前原医院（内）・久世
　0867-42-5267（℻  4978）
30日
・津山中央まにわ病院・勝山
　0867-44-2671（℻  2989）
・宮島医院（内）・勝山
　0867-44-2403（℻  3432）
31日
・金田病院・落合
　0867-52-1191（℻  1917）
・湯原温泉病院・湯原
　0867-62-2221（℻  2223）

～1月～1日
・勝山病院・勝山
　0867-44-3161（℻  5331）
・落合病院（内）・落合
　0867-52-1133（℻  1160）
2日
・津山中央まにわ病院・勝山
　0867-44-2671（℻  2989）
・金田病院・落合
　0867-52-1191（℻  1917）
3日
・湯原温泉病院・湯原
　0867-62-2221（℻  2223）
・勝山病院・勝山
　0867-44-3161（℻  5331）
4日
・津山中央まにわ病院・勝山
　0867-44-2671（℻  2989）
・イケヤ医院（内）・久世
　0867-42-0122（℻  5401）

診療時間：午前9時～午後5時

12月14日は、令和7年度休日
急患担当医編成表から変更
になっています。

　

道
路
（
市
道
除
雪
指
定
路
線
）

上
に
10
㌢
以
上
の
積
雪
が
あ
る
場

合
に
、
市
で
除
雪
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
安
全
で
効
率
的
な
除
雪

作
業
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
雪
が
降
る
前
の
お
願
い

・
車
道
や
歩
道
、
道
路
脇
に
、
除

雪
作
業
の
障
害
に
な
る
も
の
や
除

雪
作
業
で
破
損
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
も
の
（
電
気
柵
な
ど
）
が
あ
る

場
合
は
、
雪
が
降
る
前
に
撤
去
し

て
く
だ
さ
い
。　

・
除
雪
作
業
の
遅
延
や
中
断
に
つ

な
が
る
の
で
、
路
上
駐
車
は
や
め

て
く
だ
さ
い
。　

・
道
路
沿
い
の
樹
木
は
、
雪
の
重

み
で
倒
れ
た
り
、
垂
れ
下
が
っ
た

り
す
る
こ
と
で
、
通
行
の
支
障
に

な
り
ま
す
。
所
有
者
は
事
前
に
伐

採
す
る
な
ど
、
適
切
な
管
理
を
お

願
い
し
ま
す
。　

■
除
雪
作
業
中
の
お
願
い

・
悪
天
候
時
や
道
路
の
状
況
に

よ
っ
て
は
、
除
雪
作
業
が
遅
延
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。　

・
幹
線
道
路
か
ら
優
先
的
に
除
雪

し
て
い
き
ま
す
。
身
近
な
生
活
道

路
の
除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・
除
雪
作
業
中
は
、
除
雪
車
に
近

づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
大
変
危

険
で
す
。

・
除
雪
車
が
通
過
し
た
後
に
は
ど

う
し
て
も
雪
が
残
り
ま
す
。
自
宅

前
な
ど
の
除
雪
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。　

・
夜
間
や
早
朝
に
も
除
雪
作
業
を

行
い
ま
す
。
除
雪
車
の
作
業
音
や

振
動
に
ご
理
解
く
だ
さ
い
。　

■
雪
が
積
も
っ
た
後
の
お
願
い

・
通
行
の
支
障
や
事
故
の
原
因
に

な
る
の
で
、
除
雪
し
た
雪
を
道
路

に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
屋
根
か
ら
の
落
雪
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
屋
根
か
ら
道
路
に
落
ち

た
雪
は
、
通
行
の
支
障
に
な
る
た

め
、
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。　

・
屋
根
の
雪
下
ろ
し
作
業
を
す
る

と
き
は
、
複
数
人
で
声
を
掛
け
合

い
な
が
ら
実
施
す
る
な
ど
、
安
全

確
保
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

建
設
課

℡  
0
8
6
7（
42
）5
0
3
3

℻
0
8
6
7（
42
）1
9
8
8

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

自
力
で
除
雪
す
る
こ
と
が
困
難

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
高
齢
者
や

身
体
障
が
い
者
な
ど
で
構
成
す
る

世
帯
に
対
し
、
除
雪
に
要
し
た
費

用
の
全
部
、
ま
た
は
一
部
を
助
成

し
ま
す
。　

■
対
象
者　

真
庭
市
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人　

①
65
歳
以
上
の
1
人
暮
ら
し
世
帯

②
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世

帯

③
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
か
ら
4

級
ま
で
の
人
の
み
の
世
帯　

※
介
護
保
険
制
度
で
要
支
援
1
以

上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
の
み

の
世
帯　

■
対
象
費
用　

事
業
者
に
委
託
し
た
居
住
家
屋
の

除
雪
作
業
の
費
用　

①
玄
関
前
か
ら
公
的
な
除
雪
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
道
路
ま
で
の
除
雪

②
屋
根
の
雪
下
ろ
し
（
下
ろ
し
た

雪
の
生
活
上
必
要
最
小
限
の
処
理

も
含
む
）　

■
助
成
金
額　

対
象
作
業
費
用
の
2
分
の
1（
生

活
保
護
世
帯
は
全
額
）　

※
年
度
あ
た
り
2
万
円
が
上
限
。

1
0
0
円
未
満
は
端
数
切
り
捨
て
。

■
申
請
方
法　

申
請
書
に
対
象
作
業
費
用
の
支
払

い
が
証
明
で
き
る
書
類
（
領
収
証

の
原
本
な
ど
）
を
添
え
て
、
作
業

終
了
後
速
や
か
に
福
祉
課
、
ま
た

は
各
振
興
局
市
民
サ
ー
ビ
ス
窓
口

に
提
出
。　

■
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
課　

℡  
0
8
6
7（
42
）1
5
8
1

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
6
9

　

真
庭
市
で
は
、
自
衛
隊
法
に
定

め
ら
れ
た
法
定
受
託
事
務
と
し

て
、
そ
の
年
度
に
18
歳
に
な
る
人

の
氏
名
、
住
所
を
自
衛
隊
に
提
供

し
て
い
ま
す
。提
供
し
た
情
報
は
、

自
衛
隊
か
ら
の
募
集
案
内
の
送
付

の
み
に
使
用
さ
れ
ま
す
。
情
報
提

供
を
望
ま
な
い
人
は
除
外
申
請
が

必
要
で
す
。
申
請
方
法
な
ど
詳
し

く
は
真
庭
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
　

危
機
管
理
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
2
6

℻
0
8
6
7（
42
）1
1
1
9

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

除
外
申
請
書
の
提
出
を

自
衛
隊
へ
個
人
情
報
の
提
供

を
望
ま
な
い
人
へ

道
路
の
除
雪
作
業

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

要
援
護
世
帯
の
除
雪
費
用
支
援

生
活
の
安
全
と
安
心
を
確
保



▶就学援助費入学前支給の対象者
次のいずれかの要件に該当すれば、就学援助を受けることができます。
①生活保護の廃止・停止を受けた世帯
②児童扶養手当を支給されている人
③国民年金の掛け金の減免の措置を受けた人（世帯全員）
④国民健康保険税の減免、または徴収猶予の措置を受けた人（世帯全員）
⑤令和７年度市民税が非課税の人（世帯全員）　
⑥令和７年度市民税が減免された人（世帯全員）
⑦真庭市教育委員会が経済的に要保護者に準じる程度に困窮している
と認めた世帯（基準は世帯の構成人数や年齢などにより異なるため、
一律の基準額があるものではありません。申請後の判定となります。）

⑧その他特別な事情により経済的に困窮していると真庭市教育委員会
が認めた世帯

※⑤、⑥、⑦に該当する人で、令和７年１月１日に真庭市に住所のな
い人は、その時点で住所のある市町村が発行する「市町村民税所得
課税証明書」を添付してください。

▶申請・支給について

問  教育総務課　℡  0867-42-1085(℻1416）
　  Email：kyohikusohmu@city.maniwa.lg. jp

真庭市
ホームページ

義務教育の円滑な実施のために 希望者は受付期間内に申請を

新
入
学
学
用
品
費
の
入
学
前
支
給

　

義
務
教
育
の
円
滑
な
実
施
を
目
的
に
支
給
し
て
い
る
就
学
援
助
費
の
う
ち
、

新
１
年
生
を
対
象
に
し
た
「
新
入
学
学
用
品
費
」
を
入
学
前
に
支
給
し
ま
す
。

希
望
す
る
場
合
は
、
受
付
期
間
内
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
新
入
学
学
用
品
費
の
入
学
前
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

　

就
学
援
助
の
対
象
と
な
る
人
で
、
申
請
時
に
真
庭
市
に
住
所
が
あ
り
、
引
き
続
き
令
和
8
年

4
月
に
真
庭
市
に
住
所
が
あ
る
予
定
の
人

※
3
月
末
ま
で
に
転
出
す
る
可
能
性
の
あ
る
人
は
、
申
請
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
支
給
後
、

3
月
末
ま
で
に
転
出
し
た
場
合
は
、返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
証
明
書
類
の
添
付
が
申
請
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
に
は
、

教
育
総
務
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

新小学1年生 新中学1年生
申請場所 教育総務課、または各振興局地域振興課 通学中の小学校
受付期間 12月1日㈪～22日㈪

申請に必
要なもの

①申請書（教育総務課、各振興局地域振興
課、各保育園・こども園にあります）
②就学援助の要件に応じた証明書類
　※現在、兄姉が受給している場合は不要
③委任状兼口座振替依頼書

①申請書（通学中の小学校に
あります）
②就学援助の要件に応じた
証明書類
※現在、受給している場合は
　不要

支 給 額 57,060円(一律) 63,000円（一律）
支給時期 令和8年2月上旬 令和8年2月末

　

産
後
の
お
母
さ
ん
の
心
身
の
ケ

ア
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、乳
房
の
ケ
ア

や
沐
浴
・
授
乳
な
ど
の
相
談
が
受

け
ら
れ
る
産
後
ケ
ア
事
業
が
、
よ

り
使
い
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
利

用
す
る
際
は
、
真
庭
市
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
変
更
点

・
日
帰
り
型
、訪
問
型
の
利
用
期

間
を
、従
来
の
産
後
1
年
未
満
か
ら

「
妊
娠
中
（
親
子
健
康
手
帳
交
付

日
）か
ら
産
後
1
年
未
満
」に
拡
大

・
産
後
ケ
ア
事
業
を
初
め
て
利
用

す
る
際
、
市
内
の
施
設
を
利
用
す

る
場
合
は
利
用
料
が
無
料
に
（
食

費
な
ど
、
一
部
実
費
を
除
く
）

・
兄
姉
を
同
伴
し
て
の
利
用
料
を

軽
減

・
県
外
な
ど
で
の
里
帰
り
出
産
先

で
も
利
用
可
能
に（
要
事
前
申
請
）

■
問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

℡  
0
8
6
7（
42
）1
8
1
6

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
8
8

■
産
後
ケ
ア
事
業

（
日
帰
り
型
・

宿
泊
型
）
▼

■
産
後
ケ
ア
事
業

（
訪
問
型
）
▼

　

保
護
者
と
死
別
し
た
義
務
教
育

修
了
前
の
児
童
に
対
し
て
、
遺
児

激
励
金
を
支
給
し
ま
す
。

■
入
学
激
励
金　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
生
活
保
護

世
帯
、
ま
た
は
市
長
が
保
護
世
帯

に
準
ず
る
世
帯
で
あ
る
と
認
め
た

世
帯
に
属
す
る
遺
児
が
、小
学
校
、

中
学
校
、特
別
支
援
学
校
小
学
部
・

中
学
部
に
入
学
す
る
際
に
支
給
し

ま
す
。　

■
卒
業
激
励
金　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
生
活
保
護

世
帯
、
ま
た
は
市
長
が
保
護
世
帯

に
準
ず
る
世
帯
で
あ
る
と
認
め
た

世
帯
に
属
す
る
遺
児
が
、
中
学
校

お
よ
び
特
別
支
援
学
校
中
学
部
を

卒
業
す
る
際
に
支
給
し
ま
す
。

■
支
給
額　

1
万
円　

■
申
請
方
法　

対
象
遺
児
の
保
護

者
が
申
請
書
を
提
出
。

※
在
籍
し
て
い
る
所
属
学
校
長
の

証
明
が
必
要
で
す
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

℡  
0
8
6
7（
42
）1
8
1
6

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
8
8

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

よ
り
使
い
や
す
く
な
り
ま
し
た

産
後
ケ
ア
事
業

遺
児
激
励
金

ご
利
用
く
だ
さ
い
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②平日に学校部活動、
　休日に別種目の地域クラブ活動に参加

④学校部活動には参加せず、
　地域クラブなどに参加

既存のクラブなどの団体に
参加することも可能

所属クラブを学校側も把握

休日平日
認定地域クラブなど所属しない

③平日だけ
学校部活動

休日平日
所属しない学校部活動

休日連携平日
認定地域クラブ別種目学校部活動

①平日に学校部活動、
　休日に同種目の地域クラブ活動に参加

スケジュールや指導内容を共有

休日は自由に過ごすことが可能

休日連携平日
認定地域クラブ同種目学校部活動

バイオ液肥を使ってみませんか

ごみと資源の
分別ガイドはこちらから

ごみの分別リストと
収集日の確認はこちらから

真庭市役所環境課

源循環

環境課  資源循環対策室

持続可能なまちへ
℡0867-42-1113

資
で

　真庭市では、地域資源であ
る生ごみなどをバイオ液肥に
リサイクルすることで、可燃ご
みの削減を図っています。

生ごみ収集量
目標 175㌧／月

可燃ごみ排出量

9111.999％増増増増

140.5トン 143.2トン

R7.10月R6.10月

R7.10月R7.9月

854トン

695トン

（トン）

（トン）

618181818. ％％％％％減減減減減
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令和8年度からの真庭市の
学校部活動、地域クラブについて

問  学校教育課  ℡  0867-42-1087(℻1416）　、スポーツ・文化振興課  ℡  0867-42-1178(℻1416）　   

●令和8年度から休日の中学校の部活動がなくなります
　　現在、子どもたちが継続してスポーツ・文化芸術活動に親しむことができる
よう、全国的に環境整備が進められています。真庭市でも、国の方向性に従っ
て取り組みを進め、令和 8年度から、休日の学校部活動を実施しないこととし
ています。なお、平日については、現状では今まで通り実施していきます。

●地域クラブ活動がスタート
　　上記の変化に合わせて、真庭市の中学生が休日にスポーツ・文化芸術活動に
取り組むことができるように、「地域クラブ活動」がスタートします。「真庭市
地域クラブ活動に関する方針」にのっとった活動をする団体を「認定地域クラ
ブ」とし、学校の部活動と連携した活動を行っていく予定です。

●部活動の地域展開によって休日の過ごし方に選択肢を
　令和8年度からどのような活動が可能になるか、例を挙げて説明します。

　　学校部活動、認定地域クラブ、既存のクラブ活動や習い事、家族の時間など、
さまざまな選択肢があります。大会への参加方法（中学校として出場するか、
クラブとして出場するかなど）については、種目や学校によって異なることが
考えられます。今までの部活動と全く同じ活動にはならないかもしれませんが、
今までできなかったようなことが可能になるかもしれません。「新しい価値の
創出」へ向け、真庭市全体で取り組んでいきます。

●「実証事業」実施中
　令和 8年度からの地域クラブ活動に向けて、国からの委託事業である「実証
事業」を実施しています。来年度からの活動へ向けた「お試し期間」で、休日
に地域の指導者が実際に指導を行っています。種目によっては複数の中学校の生
徒が集まって活動しています。ぜひ参加し、地域クラブ活動を体験してください。

R5～R7 R8～R10 R11～R13

国が示す
方向性

改革推進期間 改革実行期間（前期） 改革実行期間（後期）
段階的に地域連携・
地域展開を推進

全ての自治体で休日の
地域展開などに着手

休日の地域展開、
平日のさらなる推進

真庭市 検討会議の開催、
実証事業などの実施 R8から休日の学校部活動を実施しない

真庭市ホームページ▼
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交
通
事
故
な
ど
の
第
三
者
行
為

に
よ
る
け
が
や
病
気
で
医
療
機
関

を
受
診
す
る
場
合
で
も
、
国
民
健

康
保
険
の
資
格
を
使
用
し
て
医
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
こ
の
場
合
に
は
届
け
出
の

義
務
が
あ
る
の
で
、
速
や
か
に
市

民
課
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

■
第
三
者
行
為
に
よ
る
け
が
や
病

気
と
は　

他
人
の
行
動
が
原
因
と
な
る
け
が

や
病
気
で
す
。
お
互
い
に
過
失
が

あ
る
場
合
（
過
失
割
合
に
関
わ
ら

ず
）
や
、
加
害
者
が
親
族
や
不
明

で
あ
る
場
合
も
該
当
し
ま
す
。
例

え
ば
、
交
通
事
故
、
ス
ポ
ー
ツ
中

の
事
故
、
飲
食
店
で
の
食
中
毒
、

他
人
の
ペ
ッ
ト
に
か
ま
れ
た
、
け

ん
か
な
ど
で
す
。　
　

■
な
ぜ
届
け
出
が
必
要
な
の
か

治
療
に
要
す
る
医
療
費
は
、
本
来

加
害
者
が
負
担
す
べ
き
も
の
で

す
。
国
民
健
康
保
険
の
資
格
を

使
っ
て
治
療
を
受
け
た
場
合
は
、

国
民
健
康
保
険
が
医
療
費
を
い
っ

た
ん
立
て
替
え
た
後
、
加
害
者
や

保
険
会
社
に
請
求
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。届
け
出
を
さ
れ
な
い
と
、

本
来
加
害
者
が
負
担
す
べ
き
医
療

費
を
国
民
健
康
保
険
が
負
担
す
る

こ
と
に
な
り
、
国
保
税
の
増
加
に

つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
国
民

健
康
保
険
で
は
、
第
三
者
行
為
の

可
能
性
の
あ
る
治
療
を
し
た
場

合
、
傷
病
原
因
な
ど
に
つ
い
て
文

書
で
尋
ね
る
場
合
が
あ
る
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
示
談
の
際
の
留
意
点　
　

加
害
者
と
の
話
し
合
い
に
よ
り
示

談
が
成
立
す
る
と
、
国
民
健
康
保

険
が
立
て
替
え
た
医
療
費
を
加
害

者
に
請
求
で
き
な
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
医
療
費

は
被
害
者
に
請
求
す
る
こ
と
に
な

る
の
で
、
必
ず
示
談
の
前
に
市
民

課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

示
談
を
す
る
際
に
は
、
内
容
に
国

民
健
康
保
険
か
ら
の
求
償
分
を
加

害
者
が
支
払
う
旨
を
盛
り
込
む
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
1
2

℻
0
8
6
7（
42
）7
4
5
5

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

▶愛育委員の活動とは？～声かけから始まる、ゆるやかなつながりづくり～
　　高齢化や人口減少が進む中、子育て世代は日常生活の不安や悩みを相談できる人が少なく、孤立感
を抱えながら子育てをしていたり、高齢者の孤立が心の病気などにつながったりするといわれていま
す。こうした課題を解決するために大切なのは、地域の声かけや見守り、人と人とのつながりです。
愛育委員の主な活動は地域の声かけです
　・赤ちゃんが生まれた家族に絵本を贈る「ブックスタート事業」では、絵本を通して親子で交流を図って
もらえるよう親子に声かけをしています。

　・ その他にも子育て世代の支援活動として親子のふれあいを勧める「ベビーマッサージ教室」や「愛
育サロン」、乳児とのふれあいや妊婦体験を通じて中学生に命の大切さなどを伝える「思春期ふれあ
い体験学習」を行っています。

　・健康づくりを進める活動の声かけや高齢者への訪問や声かけを行い、孤立防止にも取り組んでいます。
▶愛育委員の選出
 3 月末で任期が終了し、来年度に向けて改選となります。
　自治会からの推薦と併せて、公募も行います。

▶日　　時　令和8年1月25日㈰
　　　　　　午前10時～
▶場　　所　中央図書館　
▶定　　員　男女各6人　
▶参 加 費　1,000円（軽食代含む）
▶申込方法　申込フォーム、または
　　　　　　地域みらい創生課へ電話
　　　　　　で申し込み　
▶申込期限　12月26日㈮

問  健康推進課  ℡  0867-42-1050 （℻  1388）

令和8年3月末で任期が終了します。次期委員の選出にご協力ください。

　昨年も好評だった 「読書好き」を
テーマに、今回も縁結びイベントを開
催します。ケーキやお茶をいただきな
がら、交流を深めてみませんか。

もしかしたら、
としょ恋!? 
 PART.Ⅲ

愛育委員の選出にご協力を
真庭市
ホームページ▶ 

問  地域みらい創生課　
　  ℡  0867-42-1179(℻1353）
　  Email：koryu@city.maniwa.lg. jp

読書で縁結び 交流しませんか

申し込み
フォーム▲

真庭市
ホームページ▲

必
ず
届
け
出
を
出
し
ま
し
ょ
う

第
三
者
行
為
に
よ
る
け
が
や
病
気
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展
覧
会
「
み
ん
な
違
う
！
が
共

通
点
：
隈
研
吾
建
築
資
料
／

蒜
山
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
活
動
展
」

蒜
山
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

今
年
行
わ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
蒜

山
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
、
写
真
パ
ネ
ル
や
参
加
し

た
皆
さ
ん
の
成
果
作
品
で
振
り
返

り
、
あ
わ
せ
て
「
同
じ
」
と
「
違

う
」
を
軸
に
模
型
な
ど
の
隈
研
吾

建
築
資
料
を
紹
介
し
ま
す
。

■
会
場　

蒜
山
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
真
庭
市
蒜

山
上
福
田
1
2
0
5
―
2
2
0

GREENable HIRUZEN

内
）

■
会
期　

12
月
6
日
㈯
〜
令
和
8

年
4
月
12
日
㈰

■
休
館
日　

毎
週
水
曜
日

※
令
和
8
年
1
月
1
日
㈭
は
休
館
。

令
和
8
年
2
月
11
日
㈬
は
開
館

し
、
翌
12
日
㈭
休
館
。

■
開
館
時
間　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
入
館
は
午
後
4
時
45
分
ま
で
）

■
入
館
料

一
般
（
高
校
生
以
上
） 

3
0
0
円

中
学
生
以
下　

無
料　

■
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
7
8

℻
0
8
6
7（
42
）1
4
1
6

■GREENable
HIRUZEN

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

あ
な
た
が
も
し
も
の
と
き
、
あ

な
た
の
希
望
は
家
族
や
支
援
者
に

伝
わ
っ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
大

切
な
人
が
最
期
の
時
、
あ
な
た
は

そ
の
人
の
思
い
を
知
っ
て
い
ま
す

か
。
予
期
せ
ぬ
事
態
に
備
え
、
思

い
を
伝
え
る
こ
と
が
安
心
に
つ
な

が
り
ま
す
。家
族
や
大
切
な
人
と
、

将
来
に
備
え
て
人
生
会
議
（
Ａ
Ｃ

Ｐ
）
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

令
和
8
年
1
月
18
日
㈰

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

■
場
所　

落
合
総
合
セ
ン
タ
ー　

■
定
員　

3
0
0
人　

■
参
加
費　

無
料　

■
内
容　

〇
第
1
部　

講
演「
人
生
会
議（
Ａ

Ｃ
Ｐ
）
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」

講
師　

松
下
明
さ
ん
（
奈
義
フ
ァ

ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
医
師
）

〇
第
2
部　

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

「
み
ん
な
で
始
め
よ
う
人
生
会
議
」

パ
ネ
リ
ス
ト　

飯
嶋
信
博
さ
ん

（
父
親
の
人
生
会
議
経
験
者
）、
押

目
有
紀
さ
ん
（
み
ど
り
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）、
山
本
淳
一
さ

ん
（
金
田
病
院
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
）
他

■
申
込
方
法　

申
込
フ
ォ
ー
ム
、
電
話
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
み
。

申
込
フ
ォ
ー
ム
▼

■
申
込
期
限　

令
和
8
年
1
月
9
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡  
0
8
6
7（
42
）1
0
7
9

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
0
5

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

株
式
会
社CotoIT

か
ら
寄
附
金

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
内
高
校

生
を
対
象
に
し
た
起
業
家
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

　

広
報
ま
に
わ
11
月
号
13
㌻
に
掲

載
の
、
陸
・
海
・
空
自
衛
官
募
集

の
受
付
期
限
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
正
し
く
は
、「
一
般　

令
和

8
年
1
月
15
日
㈭
」
で
す
。
お
詫

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

問  まちづくり推進課  ℡  0867-42-7781 （℻  1988）
真庭市
ホームページ▶ 

▶申 込 期 限　12月15日㈪　午後 5時
▶入居可能日　令和 8年 1月下旬（予定）市営住宅 入居者定期募集

地域 住宅名 種別 間取り 戸数 建築年度 家賃 共益費
北房 水田住宅 公営 3DK 1戸 平成 9年度 18,300円～27,300円 ―

勝山

原方新住宅 公営 3LDK 1戸 平成18年度 27,300円～40,700円 3,000円／月
若代住宅 公営 3DK 1戸 平成 4年度 18,400円～27,400円 4,000円／月
江川住宅 公営 3DK 1戸 昭和56年度 17,100円～25,500円 ―
石原住宅 公営 3DK 1戸 平成 3年度 17,900円～26,700円 4,000円／月
組住宅 公営 3DK 1戸 平成 7年度 20,800円～30,900円 4,000円／月

美甘 第2旭住宅 特定 1K 1戸 平成 9年度 15,000円 ―

落合 立誠住宅 単独 3DK 2戸 平成 6年度 26,300円 ―
立誠住宅 子育てモニター 2LDK 1戸 平成 6年度 26,300円 ―

※入居希望者数が募集戸数を超えた場合は抽選となります。
※多子世帯（同居しようとする親族に18歳未満の児童が 3人以上いる人）と子育て世帯（同居しようとする親族に小学
校卒業前の児童がいる人）は抽選回数の優遇があります。

※身体障害者（ 1～ 4級の人）は原方新住宅の申し込みに限り抽選回数の優遇措置があります。
※子育てモニター住宅は昨年リフォームしています。入居出来る期間は最大 3 年です。その他にも条件があります。
応募のなかった市営住宅の入居者を随時募集しています。募集物件については
お問い合わせいただくか、真庭市ホームページをご覧ください。

在
宅
医
療
セ
ミ
ナ
ー

人
生
会
議
に
つ
い
て
考
え
る

篤
志
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
詫
び
と
訂
正

広
報
ま
に
わ
11
月
号
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リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま
に
わ
の

工
房
教
室
は
今
回
が
最
終
回
で

す
。
来
年
の
干
支
「
午う
ま
」
を
ク
レ

イ
ア
ー
ト
（
粘
土
細
工
）
で
作
り

ま
す
。
午
年
は
前
進
、
情
熱
、
一

年
を
力
強
く
駆
け
抜
け
る
と
い
わ

れ
ま
す
。
来
年
を
活
力
あ
る
一
年

に
す
る
た
め
に
、
作
っ
て
お
家
に

飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
ご
応
募
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

12
月
12
日
㈮　

午
後
1
時
〜　

■
場
所　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま
に
わ

（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
に
わ
内
）

■
内
容　

来
年
の
干
支
「
午
」
の

ク
レ
イ
ア
ー
ト　

■
定
員　

15
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費　

1
5
0
0
円　

■
申
込
方
法　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま
に
わ
へ
来

所
、
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
。

■
申
込
期
間　

12
月
1
日
㈪
〜
11
日
㈭

■
受
付
日
時　

月
〜
金
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
4
時　

■
問
い
合
わ
せ
先

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま
に
わ

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
6
1

℻
0
8
6
7（
42
）7
4
5
4

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

新
春
の
久
世
の
ま
ち
を
走
り
抜

け
る
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
を
開
催

し
ま
す
。

■
開
催
日　

令
和
8
年
1
月
18
日
㈰

※
悪
天
候
の
場
合
は
中
止（
小
雨
・

小
雪
は
決
行
）　

■
場
所
（
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
地

点
）

市
役
所
本
庁
舎
周
辺

■
種
目　

・
小
学
生
の
部　

2
㌔　

・
中
学
生
、
一
般
の
部
（
高
校
生

以
上
）　

2
、4
、6
㌔
か
ら
選
択

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
（
家
族
2

人
以
上
で
一
緒
に
走
り
、
一
緒
に

ゴ
ー
ル
）　

2
㌔

■
対
象
者　

誰
で
も
参
加
可
能　

■
参
加
費　

無
料　

■
申
込
方
法　

真
庭
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み
。　

■
参
加
費　

無
料　

■
申
込
方
法　

中
央
図
書
館
へ
来

館
、
電
話
、
真
庭
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
掲
載
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
の
い
ず

れ
か
で
申
し
込
み
。　

■
問
い
合
わ
せ
先　

中
央
図
書
館

℡  
0
8
6
7（
44
）2
0
1
2

℻
0
8
6
7（
44
）2
0
2
0

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

レ
コ
ー
ド
で
も
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
で
も
Ｃ
Ｄ
で
も
、
演
歌
で
も
ポ

ッ
プ
ス
で
も
歌
謡
曲
で
も
民
謡

で
も
、
何
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

「
20
」に
ま
つ
わ
る
曲
を
1
曲
持
っ

て
き
て
く
だ
さ
い
。
み
ん
な
で
聴

い
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

12
月
27
日
㈯

午
後
7
時
〜
9
時
ま
で　

■
場
所　

中
央
図
書
館　

■
定
員　
曲
を
か
け
た
い
人　
15
人

※
聴
く
だ
け
の
人
は
申
し
込
み
不
要

■
参
加
費　

無
料　

■
申
込
方
法　

中
央
図
書
館
へ
来

館
、
電
話
、
真
庭
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
掲
載
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
の
い
ず

れ
か
で
申
し
込
み
。　

※
当
日
の
参
加
申
し
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
。　

■
申
込
期
限　

12
月
17
日
㈬
正
午

■
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
7
8

℻
0
8
6
7（
42
）1
4
1
6

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

社
長
が
い
な
い
？
雇
う
で
も
、

雇
わ
れ
る
で
も
な
い
職
場
？
「
協

同
労
働
（
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
）」

を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
や
り
た
い

こ
と
を
共
に
す
る
仲
間
が
集
ま

り
、
で
き
る
範
囲
で
お
金
を
出
し

合
い
（
出
資
）、
対
等
な
立
場
で

話
し
合
い
（
経
営
）、
人
と
地
域

に
役
立
つ
仕
事
に
取
り
組
む
（
労

働
）
こ
と
で
す
。2
0
2
2
年
10

月
、「
労
働
者
協
同
組
合
法
」
が

施
行
さ
れ
、
法
律
上
で
も
正
式
に

位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
で

も
少
し
ず
つ
始
ま
っ
て
い
る
「
協

同
で
は
た
ら
く
」
を
の
ぞ
い
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

12
月
20
日
㈯

午
後
3
時
30
分
〜
5
時　

■
場
所　

中
央
図
書
館

■
定
員　

20
人　

■
問
い
合
わ
せ
先　

中
央
図
書
館

℡  
0
8
6
7（
44
）2
0
1
2

℻
0
8
6
7（
44
）2
0
2
0

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

真
庭
商
工
会
で
は
、「
岡
山
県

事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ

ー
」
と
連
携
し
て
、
事
業
承
継
に

関
す
る
相
談
に
無
料
で
対
応
し
て

い
ま
す
。
事
業
承
継
は
デ
リ
ケ
ー

ト
な
テ
ー
マ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

一
人
で
悩
ま
ず
、
少
し
で
も
相
談

す
る
だ
け
で
気
持
ち
が
ぐ
っ
と
楽

に
な
り
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ

る
の
で
、
安
心
し
て
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
相
談
例　

・
将
来
の
承
継
に
向
け
た
準
備
を

始
め
た
い

・
親
族
や
従
業
員
に
引
き
継
ぐ
方

法
を
知
り
た
い

・
Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
引
き
継
ぎ
を
検

討
し
て
い
る

■
相
談
窓
口　

真
庭
商
工
会
本

部
、
ま
た
は
各
支
所

■
問
い
合
わ
せ
先　

真
庭
商
工
会
本
部　

℡  
0
8
6
7（
42
）4
3
2
5

2
0
2
5
中
央
図
書
館

も
ち
よ
り
音
楽
カ
フ
ェ

音
楽
で
年
忘
れ

工
房
教
室（
午
の
ク
レ
イ
ア
ー
ト
）

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま
に
わ

久
世
新
春
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

参
加
者
募
集
中

は
た
ら
く
を
み
ん
な
で
つ
く
る

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

無
料
相
談
受
付
中

事
業
承
継
の
準
備
は
お
早
め
に
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九
く

鬼
き

楓
ふう

花
か

ちゃん
R6. 12.1生まれ（中島）
○応  龍一さん・鈴菜さん（両親）

古
こ

山
やま

叶
かな

大
た

くん
R6. 12.16生まれ（高屋）
○応  瑛大さん（兄）

◎テーマは
「開花」です。
梅の花が開花し始めた頃の
思い出や、成果になって表
れたことなど、開花にまつ
わる事柄を200字程度でお寄
せください。
◎川柳の兼題は
「本気」です。

お便り・川柳は、先月号に
同封したはがきをご利用く
ださい。締め切りは12月25
日㈭です。

　

あ
る
有
名
な
作
家
は
こ
ん
な
事

を
語
っ
て
い
ま
す
。「
人
生
は
楽

し
み
や
温
も
り
や
安
ら
ぎ
だ
け
で

な
く
、
悲
し
み
や
涙
で
も
満
ち
て

い
る
。
う
れ
し
く
て
も
悲
し
く
て

も
、
人
は
食
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
う
れ
し
い
時
も
、
悲
し
い
時

も
素
敵
な
食
事
で
元
気
に
な
れ

る
」。
つ
ま
り
家
族
で
食
事
を
す

る
の
は
、
元
気
の
源
で
あ
る
と

言
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
私
に
は

子
ど
も
も
孫
も
い
ま
せ
ん
が
、
子

ど
も
が
い
る
家
族
に
う
っ
て
つ
け

の
資
料
が
あ
っ
た
の
で
、
少
し
だ

け
抜
粋
し
ま
す
ね
。「
家
族
で
の

食
事
は
、
子
ど
も
が
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
健
康
的
な
生
活
を
送
る
の

に
も
役
立
ち
ま
す
。
ま
た
子
ど
も

は
感
情
面
で
安
定
し
ま
す
。
さ
ら

に
愛
情
深
く
て
温
か
い
家
庭
環
境

を
生
み
、
そ
れ
が
安
心
感
を
与
え

ま
す
。
そ
し
て
笑
っ
た
り
、
話
し

た
り
、
互
い
へ
の
愛
情
を
表
し
た

り
す
る
時
間
に
も
な
る
の
で
す
」。

さ
ら
に
家
族
で
食
事
を
す
る
と
き

に
身
に
付
く
も
の
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
す
ね
。
①
会
話
の
仕
方
…

子
ど
も
は
敬
意
を
こ
め
て
話
し

た
り
聴
い
た
り
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
言
語
が
増
え
、
自
分
の
考
え

を
上
手
に
表
現
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
②
良
い
マ
ナ
ー
…
一
番
良
い

も
の
を
取
ろ
う
と
せ
ず
に
分
け
合

う
こ
と
に
よ
り
、
寛
大
さ
が
身
に

付
く
。
他
の
人
の
必
要
に
気
を
配

る
こ
と
も
学
べ
る
。
私
た
ち
夫
婦

も
、
必
ず
１
日
の
内
で
1
、2
回

会
話
を
し
な
が
ら
食
卓
を
囲
ん
で

い
ま
す
。

　

年
配
の
方
に
「
元
気
に
し
と

る
？
」
と
声
を
掛
け
れ
ば
「
ま
ぁ

お便り
お待ちしています！
メールの場合は
koho@city.maniwa.lg.jp

《2月号読書の広場》

  

今
月
の
テ
ー
マ

  「
元
気
の
源
」

「
上
を
向
い
て
大
声
で

  

笑
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！
」

PN
う
〜
ち
ゃ
ん
さ
ん（
栗
原
）

「
家
族
の
食
卓
」

菊
楽
正
子
さ
ん（
惣
）

詳
くわ

しく知
し

りたい場
ば

合
あい

は、真
ま

庭
にわ

市
し

発
はっ

達
たつ

発
はつ

育
いく

支
し

援
えん

センターにお問
と

い合
あ

わせ
ください。 TEL：0867-42-1080　Email：hattatsu@city.maniwa. lg. jp

発
はっ

達
たつ

発
はつ

育
いく

支
し

援
えん

センターの『通
つう

所
しょ

支
し

援
えん

』には、「わくわく親
おや

子
こ

教
きょう

室
しつ

」と「わくわくステップ」の２つの教
きょうしつ

室があり、就
しゅうがく

学
前
まえ

のお子
こ

さんとその保
ほ

護
ご

者
しゃ

を対
たいしょう

象としています。わく
わく親

おや

子
こ

教
きょう

室
しつ

【会
かいじょう

場：落
おちあいきょうしつ

合教室（落
おち

合
あい

・北
ほく

房
ぼう

）・勝
かつやまきょうしつ

山教室（勝
かつ

山
やま

・美
み

甘
かも

・湯
ゆ

原
ばら

）・久
く

世
せ

教
きょう

室
しつ

・蒜
ひるぜんきょうしつ

山教室】では、遊
あそ

びを通
とお

して関
かか

わり方
かた

を
知
し

ったり、発
はっ

達
たつ

や育
いく

児
じ

について相
そう

談
だん

したりできます。楽
たの

しい遊
あそ

びの中
なか

に、
体
からだ

やことば、人
ひと

とのやりとりを盛
も

り込
こ

んでいます。また、わくわくステップ 
【会
かいじょう

場：発
はっ

達
たつ

発
はつ

育
いく

支
し

援
えん

センター】では、子どもの発
はっ

達
たつ

の特
とく

性
せい

に合
あ

わせて、
子
こ

どもの持
も

つ力
ちから

を発
はっ

揮
き

しながら、集
しゅうだんせいかつ

団生活への適
てき

応
おう

や自
じ

立
りつ

に向
む

けた力
ちから

を伸
の

ばします。内
ない

容
よう

については、センターまたは振
しん

興
こう

局
きょく

保
ほ

健
けん

師
し

にお尋
たず

ねください。

発
はっ

達
たつ

発
はつ

育
いく

支
し

援
えん

センターの取
と

り組
く

み
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玉
たま

田
だ

初
うい

華
か

ちゃん
R6. 12.23生まれ（西河内）
○応  真輝さん・華苗さん（両親）

尾
お

崎
さき

隼
はや

人
と

くん
R6. 12.31生まれ（上市瀬）
○応  祐介さん・瑛那さん（両親）

ま
ぁ
じ
ゃ
け
ぇ
良
い
と
せ
な
い
け

ん
が
な
ぁ
」
と
答
え
「
し
ん
ど
い

け
ぇ
と
思
う
て
病
院
に
行
き
ゃ
ぁ

年
相
応
じ
ゃ
言
わ
れ
て
薬
も
出
し

て
く
れ
ん
。
早
う
死
ね
ぇ
言
う
事

じ
ゃ
ろ
う
か
」
と
。
元
気
の
源
と

は
何
ぞ
や
。
そ
も
そ
も
元
気
と
は

活
動
の
元
に
な
る
気
力
と
言
わ

れ
、
体
調
が
良
い
と
気
分
も
上
が

る
。
じ
ゃ
持
続
さ
せ
る
に
は
？
人

が
活
力
や
心
の
健
康
を
得
る
た
め

に
は
？
人
に
よ
っ
て
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
ね
。
孫
と
遊
び
話
し
が
で
き

る
事
、
い
や
い
や
、
ま
だ
趣
味
が

で
き
る
事
じ
ゃ
、そ
う
じ
ゃ
ね
ぇ
、

旅
行
が
畑
仕
事
が
、
友
達
と
お
い

し
い
物
を
食
べ
に
行
き
お
し
ゃ
べ

り
を
す
る
事
じ
ゃ
、
と
本
当
に
多

種
多
様
。
じ
ゃ
私
の
元
気
の
源
と

は
何
じ
ゃ
ろ
う
？
笑
う
こ
と
？
笑

顔
で
は
な
く
声
を
出
し
て
笑
う

事
。
私
は
こ
れ
ま
で
15
回
以
上
手

術
を
受
け
、
入
院
も
20
回
以
上
。

も
う
駄
目
だ
と
思
っ
た
事
が
何
度

か
あ
り
ま
し
た
が
、
生
き
て
い
ま

す
。
じ
ゃ
、
な
ん
で
笑
え
る
か
で

す
ね
。
笑
う
事
に
よ
っ
て
心
も
元

気
を
取
り
戻
せ
る
し
、
友
が
寄
っ

て
来
て
く
れ
ま
す
。
悲
し
い
辛
い

事
が
有
る
時
は
泣
き
笑
い
、
そ
の

変
わ
り
楽
し
い
事
が
あ
る
と
高
ら

か
に
笑
う
。
笑
い
ま
し
ょ
う
！
前

を
向
い
て
、
上
を
向
い
て
笑
い
ま

し
ょ
う
！
身
体
は
衰
え
て
も
、
心

は
若
く
元
気
に
な
れ
る
よ
う
に

笑
っ
て
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
高
ら

か
に
！

その他にもこの広報に挟まれている「番組表」に詳しくご紹介しています。
今月も真庭いきいきテレビをどうぞご覧ください。

MITホームページ
二次元コード▶ 

◆ほっとまにチャン2025総集編
今年も残すところあとわずか。ニュースで 1 年間を振り返る、ほっとま
にチャン総集編。前編・後編に分けて、今年放送したニュースを再編集
してお送りします。市制施行20周年や万博など、いろいろあった2025年。
番組で 1 年間を思い出しましょう。
◆てくてくまにわ総集編
7 つの地域の新たな魅力を発見しようと、毎月地域ごとにそれぞれの魅
力をお伝えしてきた、真庭市制20周年記念番組「てくてくまにわ」。年始
は総集編として、今まで放送した内容をリポーターと一緒に振り返ると
ともに、番組を担当したスタッフの裏話も交えてお送りします。

二次元コードから
入力フォームを開
くことができます。

★対象★
発行月に1歳の誕生日を迎えら
れる市内在住のお子さん。
★応募期限★
誕生月の前の月の10日まで
★掲載内容★
❶お子さんの写真❷氏名（ふりが
な）❸生年月日❹住所❺応募者
のお名前と続柄
★応募および問い合わせ先★
総合政策部秘書広報課
〒719-3292 真庭市久世2927-2
TEL0867-42-1163 （FAX1353）
E-mail：koho@city.maniwa.lg. jp
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海
外
研
修
で
得
た
成
長

横
山
眞
色
さ
ん（
勝
山
）

　
　

海
外
研
修
に
参
加
し
て
み

て
、
や
っ
ぱ
り
実
際
に
海
外
に
行

か
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分

の
成
長
に
つ
な
が
る
場
面
も
多
く

あ
り
、
以
前
は
消
極
的
な
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
し
た
が
、
海
外
研
修
の

後
、
メ
ン
タ
ル
的
に
強
く
な
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
将
来
、
服
飾

関
係
の
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
自
分
の
ブ
ラ
ン
ド
を

立
ち
上
げ
た
い
と
い
う
思
い
も
あ

る
の
で
、
そ
の
時
に
は
海
外
に
も

広
め
た
い
な
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
学
校
を
き
れ
い
に

田
中
陸
翔
さ
ん（
久
世
）

松
坂
悠
人
さ
ん（
久
世
）

　

学
校
で
ダ
ス
キ
ン
さ
ん
の
掃
除

の
出
前
授
業
を
受
け
ま
し
た
。
水

が
よ
く
切
れ
る
ぞ
う
き
ん
の
絞
り

方
な
ど
を
実
際
に
体
験
し
て
学
び

ま
し
た
。
今
ま
で
と
使
う
掃
除
用

具
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
で
、

下
級
生
た
ち
に
も
教
え
て
あ
げ
た

い
で
す
。
他
に
も
ほ
こ
り
が
立
ち

に
く
い
ホ
ウ
キ
の
掃
き
方
な
ど
も

学
び
ま
し
た
。
次
か
ら
は
も
っ
と

き
れ
い
に
な
る
よ
う
掃
除
し
た
い

で
す
。

木
材
フ
ェ
ス
楽
し
か
っ
た
よ

脇
田
夏
帆
さ
ん（
江
川
）

　

イ
ベ
ン
ト
を
チ
ラ
シ
で
知
り
楽

し
そ
う
だ
と
思
っ
て
来
ま
し
た
。

一
番
楽
し
か
っ
た
の
は
、
木
に
焦

げ
目
を
つ
け
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス

マ
ホ
ス
タ
ン
ド
を
作
る
体
験
で

す
。
頑
張
っ
て
お
気
に
入
り
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
描
い
た
の
で
、

お
部
屋
に
飾
り
た
い
で
す
。
お
母

さ
ん
が
勝
山
木
材
市
場
で
働
い
て

い
る
の
も
あ
っ
て
、
こ
の
イ
ベ
ン

ト
で
木
に
関
係
す
る
仕
事
に
と
て

も
興
味
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。

真庭市立北房図書館

今月のおすすめの本

〒716-1411 真庭市上水田3131
TEL0866-52-5220 FAX0866-52-5221
開館時間 9:00～18:00 
休館日 毎週月曜日､年末年始

土は今から５億年前に地球
に誕生し、動植物や恐竜、
人類の繁栄に大きな影響を
及ぼしてきました。身近な
「土」のことを、私たちは
どれほど知っているでしょ
うか。スコップ片手に世界
中を飛び回り、多くの謎を
掘り起こしていく。土と生
き物たちの歩みを追った壮
大なドキュメンタリーです。

『大地の五億年 せめぎあう土と生き物たち』
藤井一至／著　山と溪谷社

魔法使いのムムさ
んのお店はいつも
大人気。おいしく
て楽しいお菓子や
ケーキが並び、中
でも「おたんじょう
月のケーキ」のそ
れぞれ違うデザイン

にはとてもワクワクします。そんな大忙しのお店を
手伝いに来たのは、ミミという小さな黒猫。ふし
ぎなケーキ屋さんの優しくて心温まるお話です。

『ムムさんのまほうのケーキやさん』
コンドウアキ／著　マイクロマガジン社

『戦後史の証言者ゴジラ 初代ゴジラからゴジラ-1.0まで』
本庄豊／著　旬報社
反戦・反核映画として出発
した「ゴジラ」。本書では、
第 1作目が公開された1954
年に生まれた著者が、核兵
器が使われようとしている
現在の世界のなかで、「ゴ
ジラ」の原点を見つめ、媒
介にしながら戦後80年を振
り返ります。

『ハンディ版 くさい食べ物大図鑑』
前橋健二／監修　岡本倫幸／絵　開発社／編　金の星社
くさいけど食べたい！おいし
い！そして残念！人類はとん
でもなくくさい物の中にも、
おいしい物があることを見つ
けてきました。「くさい」が
「うまい」に変わる可能性を
秘めているのです。世界中の
クセのあるくさい食べ物63種
を、イラストや写真ととも
に分かりやすく解説します。

▲ PN ゆずなさん ▲ PN だれかさん
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もっと手話のことを
知りたい時は

真庭いきいき
テレビを見よう

真庭いきいきテレビのコーナー「手話でしゅ
わわせ」では、日常で使える手話などを紹介
しています。

MITホームページ▶

真庭市公式YouTube▶

●毎月第３火曜日
　ほっとまにわいどチャンネルで
　放送中

かんたん
手話講座
問  福祉課  ℡0867-42-1581（℻1369）

今月の手話
『クリスマス・楽しみ』

手話：なごみの会　日名清子さん

今回の手話を
動画で見てみよう

8115 （℻1369）

みんな
で

やろう！

クリスマス

楽しみ

両手をジグザグに動かし、モミの木の形を
表現します。

両手を開いて胸の前で構え、交互に上下
してから、頬づえをつくようなポーズで
右手をあごの下に構えます。

動かし モミの木の形を

老
い
の
背
に
日
光
浴
び
て
鍬
を
振
る　
　
　
　

有
若
日
出
子　

勝
山

玉
の
汗
キ
ラ
リ
と
光
る
野
球
帽　
　
　
　
　
　

梨
沙　
　
　
　

杉
山

孫
は
ま
た
光
る
涙
で
お
ね
だ
り
し　
　
　
　
　

か
し
子　
　
　

樫
東

テ
レ
ビ
見
て
頬
に
涙
の
跡
光
る　
　
　
　
　
　

月
あ
か
り　
　

組

老
い
た
手
が
光
る
指
輪
を
色
あ
せ
ぬ　
　
　
　

春　
　
　
　
　

久
世

結
婚
の
幸
せ
光
る
薬
指　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
原
良
治　
　

上
水
田

生
き
る
道
光
掴
め
ず
終
と
な
る　
　
　
　
　
　

中
島
幸
江　
　

月
田

町
お
こ
し
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
つ
ど
い
の
輪　

す
ず
め　
　
　

上
水
田

友
の
顔
良
い
こ
と
あ
っ
た
か
光
っ
て
る　
　
　

楢
本
公
枝　
　

上
市
瀬

寒
椿
重
た
い
雪
に
光
り
待
つ　
　
　
　
　
　
　

中
山
春
子　
　

本
庄

光
る
も
の
何
も
持
て
ず
に
歳
暮
れ
る　
　
　
　

𠮷
原
節
子　
　

落
合
垂
水

ア
オ
ハ
ル
の
君
が
い
た
夏
光
る
海　
　
　
　
　

黒
田
典
男　
　

久
世

月
か
ら
の
使
者
か
初
孫
光
る
姫　
　
　
　
　
　

案
山
子　
　
　

社

紙
メ
ダ
ル
光
り
は
せ
ぬ
が
捨
て
ら
れ
ず　
　
　

小
谷
義
孝　
　

月
田

光
ら
せ
る
光
ら
せ
な
い
も
わ
た
し
の
手　
　
　

ふ
み
こ　
　
　

下
方

さ
り
げ
な
い
助
言
が
光
る
年
の
功　
　
　
　
　

横
山
と
も
子　

久
世

輪
の
中
で
い
つ
も
光
っ
て
い
る
笑
顔　
　
　
　

永
田
寿
道　
　

樫
東

〈
軸
吟
〉
脇
役
に
徹
し
て
光
る
い
ぶ
し
銀　
　
　

森
木
純
子

富原小創立150周年記念式典
地域の人たちを結びつけてきた小学校の150年の節目を祝う、記念式典の
様子です。富原小学校は現在、児童数が減少しています。そんな状況で
も続いてきた歴史を、地域のみんなで祝い合う一枚です。

今
月
の1枚

川柳  「光る」 選：落合川柳会　森木純子さん

▲ 松井勢津子さん
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秋の叙勲
元真庭市消防団副団長
上原 敏弘さん（栗原）瑞宝単光章
　昭和55年落合町消防団へ
入団し、本部長、副方面隊
長などを歴任。団員の操法
訓練指導やラッパ隊でも長
年にわたり活躍。平成30年
の豪雨災害では的確な避難
所の管理対応で、地域防災
に寄与されました。

■第16回全国高等学校選抜スポーツクライミング
　選手権大会　12/20～21　埼玉県　
■同大会岡山県予選会　6/21　真庭市

　　（写真左から）優勝　池田隼輔（中河内）
　　　　　　　    準優勝　山本慶次（野原）▼

■Jr.ウインターカップ2025－26 2025年度第6回全国Ｕ15
　バスケットボール選手権大会
　1/4～8　東京都
■同大会岡山県予選会
　　美咲町　10/13～26　男子　優勝
　　倉敷市立南中学校―
　　　　　　　　　  森田悠介（富尾）▶
■COOL  JAPAN  AWARD2025受賞
　9/3　大阪府　インバウンド部門
 真庭市勝山の暖

 県内の表彰など
■第19回中国小学生ソフトボール大会　8/16～17　島根県
3位  新見ジュニアソフトボールクラブ―

中島拓治（山田）、山本到真（下呰部）
■第24回西日本大学男子バレーボール学連選抜対抗戦
　8/26～28　愛知県　準優勝
　　　　　　　　　　福山平成大学―室川武蔵（目木）
■第102回中国大学バレーボールリーグ戦秋季大会
　10/4～26　広島・山口県　男子1部　優勝、
スパイク賞（個人賞）　福山平成大学―室川武蔵（目木）

■令和7年岡山県警察本部長・岡山県交通安全協会長連名表彰
　9/24　岡山市　優良団体表彰　下河内朗人クラブ三楽会

■令和7年度岡山県スポーツ少年団ソフトボール交流大会
　11/2～3　岡山市　優勝
北房中井ファイヤーフライズスポーツ少年団（合同チーム）
■第19回岡山県川柳大会　9/14　津山市　ジュニアの部
　兼題「スマホ」
　　特選　　桐山咲悠（中）
　　準特選 谷合陽菜（栗原）、三村柚人（開田）
　兼題「遊ぶ」
　　準特選 高峰秀空（木山）、谷口彩乃（落合垂水）、小川健

龍（栗原）、難波侑愛（落合垂水）

故人に叙位・叙勲
●旭日単光章
   安井　清さん（古見）  80歳
　元落合町議（令和7年8月24日逝去）

※同一全国大会などで複数種目に出場した場合、賞賜金の交付は１回。加算金（優勝時）は、複数種目で優勝した場合は、それぞれ加算。
　懸垂幕は、出場者の住所地などの市役所庁舎または振興局に掲げる。

　真庭市では、全国規模以上の競技会などに出場する個
人または団体に、賞賜金を交付しています。詳しくは、ス
ポーツ・文化振興課へお問い合わせください。
問  スポーツ・文化振興課　℡  0867-42-1178 （℻  1416）

ご活用ください
真庭市全国大会等出場賞賜金
▶対象となる全国大会などと賞賜金の額など

ランク 大会区分 賞賜金の額 加算金
（優勝）

懸垂幕
出場 入賞

Sランク ・オリンピック、パラリンピック・世界選手権 個人 100,000円 100,000円 有
有AAランク ・国外で開催される国際競技大会、国際コンクール、コンテストなど 個人 30,000円 30,000円

Aランク ・内閣府が所管する社団法人または財団法人が主催するもの
・国内で開催される国際競技大会、国際コンクール、コンテストなど

個人 10,000円 10,000円

無団体 30,000円 10,000円

Bランク ・ Sランク、AAランク、Aランク以外の全国規模以上の競技大会、
　コンクール、コンテストなど

個人 5,000円 5,000円 無団体 20,000円 10,000円
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危険業務従事者叙勲 秋の叙勲
元県警視
植田 和典さん（栗原）

元おかやま酪農業協同組合
代表理事組合長
長恒 泰治さん（蒜山下徳山）瑞宝単光章 旭日双光章
　おかやま酪農業協同組合
長と中国生乳販売農業協同
組合連合会長を兼任。コロ
ナ禍の中、乳価の交渉や国
への酪農振興政策の提言を
行い、持続可能な中国地域
の酪農振興と組合の発展に
尽力されました。

　昭和49年に岡山県警に採
用。以来37年間、岡山県内
各地で主に警備、地域部門
の業務に従事され、真庭警
察署副署長を最後に退職。
「常に誠実に」を心掛け、
安全安心な地域の実現のた
め尽力されました。

叙勲 叙勲を受けられた方をご紹介します。

研鑽に栄誉 市内で受賞・出場をされた皆さんの中から、全国・県高位以上を基準に掲載させていただいています。
情報をお寄せください。（敬称略）

■第11回アジア選手権（2025／アーメダバード）　　　
　10/4～11　インド　水球日本代表
　準優勝
■日本水泳連盟より派遣選手として
　　公式発表
　　　　　　　　  三田夢佳（上水田）▶
■2025年度全日本シニアアマチュアゴルファーズ
　選手権　6/25～26　千葉県
■2025年度西日本シニアアマチュアゴルファーズ
　　選手権地区決勝　6/5～6　倉敷市　
　　27位タイ 安田　一（惣）
■2025年度全日本ミッドシニアアマチュアゴルファーズ
　選手権　10/15～10/16　滋賀県
　■2025年度西日本ミッドシニアアマチュア
　　ゴルファーズ選手権地区決勝　9/25～26　京都府
　　49位タイ 安田　一（惣）
■第48回全国JOCジュニアオリンピックカップ夏季水泳
　競技大会　8/21～26　東京都　
■第47回全国JOCジュニアオリンピックカップ春季水
　　泳競技大会  
　　3/27～30  東京都
　　11～12歳女子50ｍ平泳ぎ
　　標準記録突破
　　　　　　　　  　石原明香里（関）▶
■第10回全日本中学女子軟式野球大会　　　
　8/21～27　京都府
■同大会岡山県予選会
　　5/31　総社市　優勝
　　岡山スカイエンゼルス―
　　　　　　　　　  中原結愛（下方）▶
■第20回全日本都道府県対抗少年剣道優勝大会　　　
　9/14　大阪府
■岡山県剣道連盟小学生強化選手からの選出
　　（写真左から）▶
　　市　真生（野川）、
　　牧　亮助（古見）

■令和7年度生涯スポーツ功労者表彰
　（文部科学大臣表彰）　10/16　東京都
　　　　　　　　　  福島正一（下方）▶

■第37回全国健康福祉祭ぎふ大会ねんりんピック岐阜
　2025ゲートボール交流大会
　10/18～21　岐阜県
■同大会岡山県予選大会　　

　　5/18　新見市　2位
　　　　　  楢の木クラブ▶

■全国高校生観光ビジネスアイデアコンクール
　10/26　福島県　
　観光ビジネスプラン部門　優秀賞
　津山商業高校―
　　　　　　  大森こころ（下中津井）▶

■日清食品カップ第41回全国小学生陸上競技交流大会
　11/1～3　神奈川県　3位
■日清商品カップ岡山県小学生陸上
　　競技交流大会　津山市　7/6　
　　男子コンバインドＢ（走り幅跳び＋
　　ジャベリックボール投げ）
　　　　　　  優勝　船﨑隆豊（鍋屋）▶
■令和7年度天皇杯・皇后杯ＪＶＡ全日本バレーボール
　選手権大会　12/11～20　東京都
■同大会中国ブロックラウンド
　　9/13～14　島根県　男子の部
　　優勝　福山平成大学―
　　　　　　　　　  室川武蔵（目木）▶
■JOCジュニアオリンピックカップ第39回全国都道府
　県対抗中学バレーボール大会
　12/25～28　大阪府
■日本バレーボール協会から岡山県
　　代表チーム選手に選抜
　　　　　　　　　  後安天奏（久世）▶
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10
月
25
日
と
26
日
の
2
日
間
、
落
合
総

合
公
園
の
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
「
お

ち
あ
い
元
気
フ
ェ
ス
タ
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
世
代
を
超

え
て
楽
し
む
恒
例
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
年
は

初
の
ビ
ー
ル
フ
ェ
ス
を
開
催
。
美
作
ビ
ア

ワ
ー
ク
ス
と
丹
後
王
国
ブ
ル
ワ
リ
ー
が
ク

ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
を
提
供
し
、
み
そ
味
の
調

味
料
を
使
用
し
た
「
若
田
の
た
れ
エ
ー

ル
」
も
登
場
し
ま
し
た
。
ダ
ン
ス
大
会
や

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
「
モ
ル
ッ
ク
」
も
行
わ

れ
、
地
域
が
笑
顔
で
つ
な
が
り
ま
し
た
。

11
月
10
日
、
遷
喬
小
学
校
で
掃
除
に
関

す
る
出
前
授
業
が
開
か
れ
ま
し
た
。
遷
喬

小
学
校
で
は
今
年
7
月
か
ら
、
ス
ラ
イ
ド

式
の
ド
ア
の
設
置
や
、
じ
ゅ
う
た
ん
を
フ

ロ
ー
リ
ン
グ
シ
ー
ト
へ
変
更
す
る
な
ど
の

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
授
業
は
、

新
し
い
環
境
に
合
わ
せ
た
掃
除
方
法
を
学

ん
で
も
ら
お
う
と
開
か
れ
ま
し
た
。
児
童

は
株
式
会
社
ダ
ス
キ
ン
の
職
員
か
ら
、
ほ

こ
り
の
立
ち
に
く
い
ホ
ウ
キ
の
掃
き
方

や
、
水
が
よ
く
切
れ
る
雑
巾
の
絞
り
方
な

ど
を
教
わ
り
、
実
際
に
体
験
し
ま
し
た
。

市内外のダンサーによるダンスステージを楽しむ参加者

教わった雑巾の絞り方を実践する児童たち

真
庭
の
秋
に「
か
ん
ぱ
い
」

お
ち
あ
い
元
気
フ
ェ
ス
タ

新
し
い
環
境
で
の
掃
除
方
法
学
ぶ

遷
喬
小
学
校
で
掃
除
の
授
業

提案された返礼品のセット 返礼品を企画した生徒と生産者の２人

オーストラリアでの学びの成果を報告する高校生たち

市内高校生が躍動市内高校生が躍動
海外留学報告会・ふるさと納税セット商品考案海外留学報告会・ふるさと納税セット商品考案

　

高
校
生
に
よ
る
地
域
活
性
化
策
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
地
域
の
魅
力
を
よ
り
一
層
伝
え
た
い
と
、
伝
統
的

工
芸
品
「
郷
原
漆
器
」
と
地
元
の
「
甘
酒
」
を
セ
ッ
ト

で
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
す
る
こ
と
を
、
生
徒
自

ら
が
企
画
か
ら
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
。
ま
た
、
11
月
5
日
に

は
高
校
生
短
期
海
外
留
学
の
報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
7
月
19
日
か
ら
の
2
週
間
、
市
内
高
校
か
ら
選
抜

さ
れ
た
15
人
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
留
学
し
、
こ
の
日

は
代
表
生
徒
ら
が
市
長
と
教
育
長
に
学
び
の
成
果
を
報

告
し
ま
し
た
。
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まちの話題

　

地
域
の
人
や
福
祉
関
係
者
が
一
堂
に
集

ま
り
、
連
携
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
11
月
15
日

に
真
庭
市
社
会
福
祉
大
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
記
念
講
演
の
ほ
か
市
内
の
福
祉
事
業

所
や
社
会
福
祉
法
人
な
ど
に
よ
る
バ
ザ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
「
す
べ
て

の
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
総
力
を
挙
げ
て
取
り

組
む
」
と
い
う
内
容
の
大
会
宣
言
が
提
案

さ
れ
、拍
手
で
承
認
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
9
日
、
勝
山
木
材
市
場
で
市
内
の

木
材
を
生
か
し
た
体
験
が
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
木
材

に
焦
げ
目
を
つ
け
て
イ
ラ
ス
ト
を
描
く
オ

リ
ジ
ナ
ル
ス
マ
ホ
立
て
作
り
の
ブ
ー
ス

や
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
、
木
材
の
感
触

の
違
い
を
楽
し
め
る
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
床
、

木
材
を
生
か
し
た
家
づ
く
り
に
つ
い
て

建
築
士
に
相
談
で
き
る
ブ
ー
ス
な
ど
が
あ

り
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
真
庭
の
木
材

に
親
し
み
、
木
の
ぬ
く
も
り
を
満
喫
し
な

が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

式典の様子

集中してスマホ立てを作る参加者たち

今年の美甘文化祭は、美甘
小学校の学習発表会を兼ね
て行われ、児童が地域学習
の発表や太鼓などを披露し
ました。また、地域団体に
よる舞や演奏も行われたほ
か、振興局では作品も展示
されました。

10/25 地域一体の催し

山々を駆け抜けるトレイル
ランの大会「フォレストレ
イル蒜山・新庄」が開かれ、
全国から357人が参加しまし
た。自然の中で走る爽快さ
に笑顔が広がり、地域の応
援とともに秋の山里が熱気
に包まれました。

10/26 紅葉の山を駆け抜ける挑戦

植田𠮷野さん（下中津井）
が11月 1 日に百歳を迎えら
れました。最近の楽しみは
子どもや孫、ひ孫に会うこ
とで、好きなことは人と会
話をすること。長寿の秘け
つは、規則正しく穏やかに
過ごすことだそうです。

11/1 子どもや孫、ひ孫に会うのを楽しみに

真庭スポーツ振興財団が主
催のボッチャ交流大会に真
庭市内から23チーム、合わ
せて72人が出場し競技を楽
しみました。一投ずつチー
ムの仲間と戦略を練り、ど
の試合でも熱戦が繰り広げ
られていました。

11/3 集中の一投に注目

西尾利惠さん（蒜山東茅部）
が11月12日に百歳を迎えら
れました。楽しみは塗り絵
で、 1 日中することもある
そうです。何でもよく食べ
て、趣味があり、人との会
話が好きなことが長寿の秘
けつとのことです。

11/12 趣味の塗り絵を楽しんで

共
生
社
会  

自
分
た
ち
の
手
で

真
庭
市
社
会
福
祉
大
会

地
元
産
の
木
材
に
親
し
ん
で

木
材
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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大
掃
除
を
始
め
る
と
、
ど
こ
か
ら

と
も
な
く
現
れ
る
謎
の
ネ
ジ
。
家
電

の
ネ
ジ
か
、
家
具
の
ネ
ジ
か
。
眺
め

て
み
て
も
手
が
か
り
は
ゼ
ロ
。「
問

題
は
起
き
て
い
な
い
し
大
丈
夫
」
と

自
分
に
言
い
聞
か
せ
ま
す
。
結
局
そ

の
パ
ー
ツ
は
、
と
り
あ
え
ず
余
っ
た

ネ
ジ
を
入
れ
る
箱
へ
。「
来
年
の
私

が
き
っ
と
解
決
し
て
く
れ
る
」。1
年

前
の
自
分
は
そ
う
願
っ
て
い
た
気
が

し
ま
す
が
…
。1
年
た
つ
の
は
あ
っ

と
い
う
間
で
す
ね
。 

村
松

　

い
き
な
り
寒
く
な
り
、
タ
イ
ヤ
も

タ
ン
ス
の
中
身
も
急
い
で
交
換
し
な

く
て
は
と
バ
タ
バ
タ
す
る
こ
の
頃
。

ク
リ
ス
マ
ス
、
年
末
年
始
と
、
家
で

も
職
場
で
も
皆
さ
ん
忙
し
く
さ
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
毎
年
の

よ
う
に
「
11
月
か
ら
小
分
け
に
し
て

準
備
し
て
い
れ
ば
」
と
悔
や
む
ま
で

が
お
約
束
。
紅
白
や
除
夜
の
鐘
を
後

ろ
の
方
で
聞
き
な
が
ら
黒
豆
を
煮
る

ギ
リ
ギ
リ
感
で
す
。
健
康
な
ら
も
う

け
も
の
と
思
っ
て
お
こ
う
。 

柿
本

▲PNまつおななさん

広
報
ま
に
わ 

12
月
号  

令
和
7
年
12
月
1
日
発
行 （
通
巻
248
号
）
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